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まちづくりカフェまちづくりカフェまちづくりカフェまちづくりカフェ
　令和６年11月16日（土）に泉井交流体験エリアにおいて、

「町民と議員のまちづくりカフェ」を開催しました。カフェ
としたのは、皆様のご意見を伺いたい、意見交換したい、自
由に楽しい時間を過ごしたい、そんな気持ちからです。参加
者は22人でした。どのテーブルも時間が足りないほど話が
盛り上がり、笑顔がたくさんこぼれていました。

　『幸せな町　鳩山』を一緒に考えたい。
　今回のテーマは ①子育て ②高齢者 ③農業・産業振興 ④安心
安全なまち ⑤助け合い社会 ⑥空き家対策・移住推進 ⑦自然・生
活環境 ⑧その他 です。
　５つのグループに別れ、テーブルごとに『幸せな町』にするた
めに必要なこと・課題について話し合いました。
　いただいたご意見等は、議会として受け止め、一般質問などで
も取り上げ、町に対して提言し、町政に反映できるように取り組
んでいきたいと思います。

ワールド・カフェ形式のセッションで議論白熱・・・

幸
福
度

　
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
っ
て

　
　
　
　
ほ
ん
と
か
よ

知
恵
出
し
て

　
　
町
民
み
ん
な

　
　
　
　
し
あ
わ
せ
に

はとやま議会だよりNo.167　23　はとやま議会だよりNo.167



町民と議員の町民と議員の町民と議員の町民と議員の
参加者の感想／アンケート：いかがでしたか？また参加したいですか？

参加者が考えた課題・対策・要望の集約マンダラチャート

◦活発な意見交換ができた。前向きな意見が多い。
◦話しやすい雰囲気、環境を用意してくれた。
⃝�いろいろな意見、考え方、背景、世代、地域の方々

の意見が聞けてよかった。勉強になった。
◦ 皆さんと課題について現状を伝える事により、問

題意識が出来てよかった。
◦ 他人の意見を聞く機会を得て、より現況が分かっ

て今後に活かせるかな！
◦ いろいろな事情を抱えておられる人が多いことを

知った。
◦議員さんと意見交換ができた。
◦議員さんがよく話を聞いてくれた。
◦もう少し時間があるとよい。
◦なるべく多くの人に参加してもらいたい。

◦時間が短すぎてまとまらない。テーマを絞るべき。
◦ 会の目的が活かされていなかった。主催者の熱意は

感じたが特定の人に長時間話させていた。
◦ プロジェクターで紹介されたように課題がまとめら

れているので、各人に資料を配布したほうが良い。
◦若い方が参加してくれれば幸いです。
◦このような機会に出席することは必要だと感じた。
◦鳩山町を少しでも良くしていきたい。
◦少しずつ充実していけば良い。
◦楽しかった。話し合いながら実現を期待する。
◦ 鳩山にはまだまだ良い点が山ほどあります。若い方

もそうでない方とも話すきっかけになる。
◦議会の進歩が見られる。
◦テーマによってもっと深く聴きたい・話したい。
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タブレット端末を使用した議会がスタートタブレット端末を使用した議会がスタート

ペーパーレス議会へペーパーレス議会へ

第４回
定例会

　

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
が
、
11
月
28
日
か
ら
12
月
６
日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
議

案
は
、
専
決
処
分
の
承
認
に
関
す
る
も
の
１
件
、
町
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
11
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関

す
る
も
の
２
件
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
並
び
に
企
業
会
計
補
正
予
算
の
議
定
に
関
す
る
も
の
６
件

の
20
議
案
で
、
い
ず
れ
も
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
議
員
発
議
が
２
件
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
保
有
率
は
。

答 

11
月
28
日
現
在
75
・

56
％

問 
保
険
証
と
の
連
携
状
況

は
い
か
が
か
。

答 

登
録
率
は
国
民
健
康
保

険
61
・
７
％
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
61
・
４
％
。
利
用

率
は
そ
れ
ぞ
れ
20
・
５
％
、

15
・
３
％

問 

12
月
２
日
か
ら
紙
の
保

険
証
が
無
く
な
る
と
い
う
情

報
で
、
不
安
に
思
う
の
だ
が
。

答 

２
０
２
５
年
７
月
末
ま

で
使
用
可
能
だ
。

問 

子
育
て
世
帯
移
住
・
定

住
促
進
補
助
を
増
額
し
て
い

る
。
移
住
が
増
え
る
見
込
み

か
。

答 

10
月
末
時
点
で
７
件
の

交
付
実
績
が
あ
り
、
更
に
２

件
の
申
請
が
あ
る
。
当
初
10

件
を
見
込
ん
だ
が
、
申
請
増

の
可
能
性
が
あ
る
。

問 

障
害
者
福
祉
費
に
お
け

る
、
介
護
・
特
例
介
護
給
付

金
は
３
３
６
９
万
円
の
増
額

だ
。
増
額
幅
が
大
き
い
が
。

答 

施
設
入
所
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
の
共
同
生
活
援
助
、

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の

増
額
が
要
因
だ
。
今
後
も
増

額
が
続
く
。

問 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
接
種
委
託
料
の
増
額
は

何
人
分
か
。

答 

30
人
分
を
計
上
し
た
。

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事

業
費
国
庫
補
助
金
返
還
金
の

内
容
は
。

答 
接
種
者
数
が
少
な
か
っ

た
た
め
、
２
０
０
万
円
の
返

還
と
な
っ
た
。

問 

増
額
補
正
は
想
定
の
範

囲
か
。

答 

介
護
報
酬
の
改
定
や
利

用
者
増
が
要
因
だ
が
、
計
画

に
沿
っ
て
い
る
。

問 

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
が
９
３
２
３
万
円
増
額

だ
。
要
因
は
何
か
。

答 

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

住
宅
な
ど
の
利
用
が
増
え
て

い
る
。

問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
指
定
管
理
者
の
候
補

だ
が
、
人
の
配
置
は
ど
う
な

る
の
か
。

答 

窓
口
業
務
は
各
施
設
１

名
と
す
る
。

８
２
８
万
円
追
加

衆
議
院
議
員
総
選
挙
委
託
金

１
億
３
０
０
６
万
円
追
加

期
末
、
勤
勉
手
当
を
０
・
１

月
分
引
き
上
げ
、
基
本
給
は

若
年
層
に
重
点
を
置
き
、
最

大
月
額
２
万
６
３
０
０
円
を

増
額
す
る
も
の
。

１
億
５
２
５
６
万
円
追
加

期
末
手
当
を
０
・
１
月
分
引

き
上
げ
る
も
の

期
末
手
当
を
０
・
１
月
分
引

き
上
げ
る
も
の

「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
令
和
７

年
６
月
１
日
か
ら
懲
役
及
び

禁
錮
を
廃
止
し
、
代
え
て
拘

禁
刑
を
創
設
す
る
も
の

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

一
般
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

鳩
山
町
議
会
の
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

専
決
処
分
の
報
告

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

令
和
６
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

町
長
等
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

中
央
公
民
館
、文
化
会
館
、

体
育
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定

　

人
事
院
勧
告
に
な
ら
う
必

要
は
な
い
。 

（
野
田
）

議
員
発
議

〈
反
対
討
論
〉
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町
　
長
　
提
　
出

水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部
改正

中央公民館、文化会館、体育施設の指定管理者の指定
公益社団法人鳩山町シルバー人材センターを５年間指定

令和６年度一般会計補正予算（第５号）の議定
歳入歳出それぞれ１億3006万円を追加

令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の議定
歳入歳出それぞれ1154万円を追加

令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の議定
歳入歳出それぞれ10万円を追加

令和６年度介護保険特別会計補正予算（第３号）の議定
歳入歳出それぞれ１億5256万円を追加

令和６年度水道事業会計補正予算（第２号）の議定
収益的収入・支出669万円の増額、資本的収入・支出416万円の減
額

令和６年度下水道事業会計補正予算（第2号）の議定

議
員
提
出
鳩山町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正

「私たちは賛成・反対しました」

令和６年第４回定例会　議案

○は賛成　●は反対　議は議長　欠は欠席

賛否の分かれた提出議案
関
根　

清
隆

中
山　

明
美

日
坂　

和
久

小
鷹　

房
義

森　
　

利
夫

松
浪
健
一
郎

野
田
小
百
合

石
井　

計
次

根
岸
富
一
郎

清
水　

秀
幸

石
井　
　

徹

審議
結果

町長
提出

ふれあいセンターの指定管理者の指定
株式会社RFAを４年間指定 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 欠 ○ 議 原案可決

議員
提出 議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 欠 ○ 議 原案可決

※わかりやすくするために、議案名を一部省略しています

全員賛成の提出議案

町
　
長
　
提
　
出

専決処分の承認（令和６年度一般会計補正予算（第４号））
衆議院議員総選挙委託金828万円を追加

刑法の一部改正に伴う関係条例の一部改正

一般職員の給与に関する条例の一部改正

町長等の給与等に関する条例の一部改正

税条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正
後期高齢者支援金分に係る課税限度額を２万円引き上げ

国民健康保険条例の一部改正

ひとり親家庭の医療費の支給に関する条例の一部改正

こども医療費支給に関する条例の一部改正

地域包括支援センターの事業の運営及び職員に関する基
準を定める条例の一部改正

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準等を定める条例の一部改正

■関心があること／意見要望感想

● 多世代の交流の場を。町関連の空き施設を
有効利用して書店呼び込み努力を。町民の
総合的手助けが前提だが、入浴施設復活を。

● 鳩山町各地区の交流がしやすい方法に知恵
を絞ってもらいたい。

●町の掲示板・ベンチの設置を。
● より地元に直結した内容に絞って質問して

いただきたい。
● 社会参加しようにも移動手段が最悪。（70

代以上）
● 空き家対策として管理不全空き家をなくし

てほしい。
●質問の後の追及が甘い。（70代以上）
● いい議会だと思った。これからも実のある

議論をお願いしたい。（70代以上）

●�現状の図書館は敷地・施設も狭く、子ども
にとって魅力的な場所とは言えない。鳩高
跡の校舎、グランドを利用し図書館、歴史館、
美術館、展示、製作、スポーツ、遊園地など、
こどもたち、そして大人にも勉強の場とし
て利用したらどうか。
●�議員からの質問及び役場職員からの誠実な
回答、大変参考になりました。課題の早急
な具体化をお願いしたい。
●�一括質問、一括答弁後、一問一答になる。
最初から大項目ごとに区切って進行したほ
うが、傍聴者には分かりやすい。（50代）
●�重郎橋の付け替えを急いでほしい。（70代
以上）

傍聴アンケートより

●�高野倉ふれあい自然公園休憩所・駐車場周
りに四季折々の花を植えれば、公園に来る
人が楽しめると思います。

クイズアンケートより

ご意見・ご感想ありがとうございました！ご意見・ご感想ありがとうございました！
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ビ
ジ
ョ
ン
で
な
く
具
体

策
を
予
算
に
組
み
込
み
、

実
現
し
て
ほ
し
い

関
根
　
清
隆 

議
員

選挙時の公約について、町長に伺う
私のビジョンで、任期中に実現したい

町長の公約

問 

２
０
２
５
年
問
題
も
あ

り
、「
介
護
保
険
の
低
減
」

は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

答 

今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
芸
術
・
サ
ー
ク
ル
活
動

で
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
介

護
保
険
料
軽
減
に
努
め
る
。

問 

公
約
に
「
子
育
て
日
本

一
」
と
あ
る
が
、
第
１
子
の

０
歳
～
２
歳
の
保
育
料
を
無

償
に
し
、
他
自
治
体
の
例
も

あ
る
の
で
、
保
育
料
完
全
無

償
化
を
実
現
し
て
も
ら
い
た

い
が
い
か
が
か
。

答 

第
２
子
の
０
歳
～
２
歳

の
保
育
料
を
無
償
に
し
た
ば

か
り
な
の
で
、
予
算
化
は
今

後
の
課
題
と
な
る
。

問 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運

用
拡
大
は
い
か
が
か
。

答 

第
４
次
レ
イ
ン
ボ
ー
プ

ラ
ン
で
、
周
辺
市
町
と
広
域

公
共
交
通
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問 

「
農
業
支
援
と
鳩
山
ブ

ラ
ン
ド
の
セ
ー
ル
ス
」
と
あ

る
が
、
産
品
・
生
産
量
も
少

な
く
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い

る
の
で
、
ブ
ラ
ン
ド
化
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
。

答 

会
社
退
職
者
と
連
携
、

農
業
体
験
、
若
者
の
就
農
促

進
な
ど
を
推
進
し
た
い
。

問 

「
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
」
と
は
何
か
。

答 

町
民
と
対
話
し
、
企
業

誘
致
・
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

で
財
政
基
盤
を
強
化
し
、
こ

れ
を
ベ
ー
ス
に
Ｄ
Ｘ
化
を
進

め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便

性
向
上
を
目
指
す
。

問 

利
便
性
よ
り
、
解
決
が

難
し
い
問
題
解
決
に
こ
そ
、

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

職
員
が
問
題
の
解
決
策

を
考
え
、
行
動
し
、
庁
舎
内

を
明
る
く
、
町
民
目
線
に

立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
う
た
め
の
改
善
が
さ
れ
て

き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

関根　清隆　議員
１　選挙時の公約について、町長に伺う
２　防災とセーフティーネットについて伺う
３　 レインボー協議会へ加入後の利用状況につい

て伺う
松浪健一郎　議員

１　 雑草だらけのニュータウンの公園の管理につ
いて伺う

２　 スポーツ振興と町の活性化のために、梅沢グ
ランドの人工芝化を再度提案する

３　 再度、国民健康保険のガンのスクリーニング
費用助成を要請する

４　町内の施設の指定管理制度について
森　　利夫　議員

１　企業誘致について
２　北部地域活性化事業について
中山　明美　議員

１　ゴミの収集について
２　英語検定に補助金を
３　GIGAスクール端末機器の更新について

野田小百合　議員
１　公共施設等の修繕管理について
２　 ひとり暮らし高齢者等の孤立を防ぐための

取り組みについて
３　申請書類等の押印について
日坂　和久　議員

１　 南比企窯跡群保存活用計画策定の進め方に
ついて

２　町の子ども・子育て支援事業について
小鷹　房義　議員

１　庁舎の周りをきれいにしたらいかがか伺う
２　農産物加工品の拡大について伺う
３　 耕作放棄地の活用はどのようなことが考え

られるか伺う
４　町営入浴施設の復活は考えられるのか伺う
石井　計次　議員

１　産業立地について
２　重郎橋付近の監視カメラの設置について
３　重郎橋・県道付け替えについて
４　防犯対策について
清水　秀幸　議員

１　友好都市との取組みの現状と今後について
２　学校教育の現状について
３　高齢者のゴミ出し支援について

　議員は、毎年３月、６月、９月、12月に
開催される定例会で、町政全般に対し質問を
することができます。これを「一般質問」と
いいます。
　本文は質問した議員本人の責任で要約し、
執筆した原稿を掲載しています。一般質問　９議員が質問

町政を問う町政を問う!!

*

１
：�

授
業
料
・
教
科
書
・
一
部
教

材
が
無
償

*

２
：�

幼
稚
園
は
令
和
６
年
10
月
よ

り
無
償
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

職
員
の
笑
顔
が
増
え
、
雰
囲
気

が
明
る
く
な
っ
た
け
ど
、
箱
も

の
行
政
の
つ
け
は
で
か
い

唾
液
や
血
液
で
が
ん
の

リ
ス
ク
判
定
を
！

15
年
以
上
も
前
か
ら
改
修
工
事
の

要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
52
号

線
高
野
倉
地
区

雑
草
で
入
れ
な
い
公
園

森
　
　
利
夫 
議
員

第3工区（高野倉地域）の工事予定は
令和10年度以降一般施策で計画

町道52号線改修工事

企
業
誘
致

問 

今
宿
仮
宿
地
区
の
、
誘

致
が
難
航
し
て
い
る
よ
う
だ

が
現
状
を
伺
う
。　
　
　

答 

進
出
予
定
企
業
が
７
月

に
撤
退
を
決
め
た
。
理
由
は

埋
蔵
文
化
財
の
本
掘
調
査
期

間
の
延
長
等
に
不
安
を
感
じ

た
か
ら
だ
。
町
は
現
在
、
先

行
し
て
本
掘
調
査
が
実
施
で

き
な
い
か
、
不
動
産
業
者
と

検
討
し
て
い
る
と
同
時
に
、

新
た
な
進
出
企
業
を
探
し
て

い
る
。

問 

費
用
面
か
ら
考
え
て
も

進
出
企
業
が
決
ま
る
前
の
発

掘
調
査
は
、
難
し
い
と
思
う

が
良
い
方
法
は
あ
る
か
。

答 

相
当
な
費
用
が
掛
か
る

の
で
、
慎
重
に
進
め
る
。

北
部
地
域
活
性
化
事
業

問 

町
道
52
号
線
改
修
工
事

の
施
工
予
定
を
伺
う
。

答 

現
在
、
第
１
工
区
の
工

事
が
完
了
し
て
、
第
２
工
区

の
、
１
５
０
メ
ー
ト
ル
区
間

を
施
工
中
で
あ
る
。
そ
の
後
、

高
野
倉
と
の
境
ま
で
の
区
間

を
、
令
和
８
年
度
か
ら
９
年

度
に
か
け
て
施
工
予
定
。

問 

第
３
工
区
（
高
野
倉
地

区
）
の
道
路
改
修
は
、
約
15

年
前
に
発
生
し
た
交
通
死
亡

松
浪
健
一
郎 

議
員

スクリーニング費用助成を
前向きに検討する

未病に備える

問 

雑
草
だ
ら
け
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
公
園
管
理
に
つ
い

て
、
雑
草
が
伸
び
放
題
に

な
っ
て
い
て
、
公
園
に
入
れ

な
い
状
態
だ
っ
た
。
な
ん
と

か
な
ら
な
い
の
か
。

答 

公
園
除
草
に
つ
い
て
、

機
械
除
草
を
年
２
回
、
１
回

目
は
６
月
か
ら
８
月
ま
で
、

２
回
目
を
９
月
か
ら
11
月
ま

で
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
除
草
作
業
の
間
が

空
い
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
、

雑
草
の
生
育
が
進
ん
で
し

ま
っ
た
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
26

公
園
、
18
緑
地
、
街
区
内
緑

地
と
実
施
箇
所
が
多
い
た
め
、

公
園
に
よ
っ
て
は
、
１
回
目

と
２
回
目
の
間
隔
が
空
い
て

し
ま
う
。

問 

子
ど
も
が
夏
休
み
に
公

園
に
入
れ
な
い
。
除
草
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
公
園
を
き
れ

い
に
管
理
し
て
欲
し
い
。
管

理
人
に
よ
る
農
村
公
園
の
よ

う
な
管
理
に
な
ら
な
い
か
。

答 

農
村
公
園
で
は
管
理
人

に
よ
る
作
業
を
お
願
い
し
て

い
て
、
日
誌
を
つ
け
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
公
園
も
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

が
ん
の
リ
ス
ク
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
費
用
、
数

事
故
の
対
策
と
し
て
要
望
し

た
工
事
で
あ
り
、
早
期
の
施

工
を
願
っ
て
い
る
が
施
工
予

定
は
。

答 

一
般
施
策
と
し
て
実
施

す
る
の
で
、
令
和
10
年
度
以

降
に
な
る
。

問 

自
然
資
源
を
活
用
し
た

ソ
フ
ト
事
業
の
状
況
を
伺
う
。

答 

泉
井
交
流
体
験
エ
リ
ア

～
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
～
高

野
倉
ふ
れ
あ
い
自
然
公
園
～

ち
ょ
っ
く
ま
～
泉
井
交
流
体

験
エ
リ
ア
ま
で
の
ハ
イ
キ
ン

グ
を
実
施
す
る
。

問 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か

ら
高
野
倉
ふ
れ
あ
い
公
園
ま

で
は
、
山
道
を
歩
く
の
か
。

答 

山
道
は
、
年
２
回
草
刈

り
を
し
て
い
る
が
、
今
回
の

利
用
は
難
し
い
。

千
円
の
一
部
負
担
を
要
請
す

る
。

答 

が
ん
リ
ス
ク
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
は
、
唾
液
、
尿

な
ど
を
使
っ
て
、
が
ん
の
リ

ス
ク
判
定
を
す
る
簡
易
検
査

や
、
遺
伝
子
検
査
キ
ッ
ト
に

よ
っ
て
行
わ
れ
、
受
診
者
の

心
身
に
負
担
な
く
行
え
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
整
備
等

に
対
す
る
課
題
か
ら
今
ま
で

見
送
っ
て
き
た
。
国
保
運
営

協
議
会
、
財
政
担
当
と
協
議

し
て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問 

未
病
に
備
え
国
保
財
政

の
負
担
を
減
ら
す
と
思
う
が
。

答 
検
査
を
う
ま
く
利
用
し
、

が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
つ
な
が
れ
ば
、
自
身
の

健
康
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

医
療
費
の
負
担
軽
減
に
も
つ

な
が
る
。
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

予
算
が
足
り
な
け
れ
ば
、

み
ん
な
で
考
え
よ
う
。

チ
ー
ム
鳩
山
に
！

生
活
し
て
い
れ
ば

ご
み
は
出
る

野
田
小
百
合 

議
員

中
山
　
明
美 

議
員

問 

高
齢
者
、
障
害
の
あ
る

方
の
ご
み
出
し
サ
ー
ビ
ス
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

答 

介
護
保
険
制
度
に
よ
る

訪
問
介
護
。
生
活
援
助
と
し

て
、
清
掃
や
片
づ
け
と
と
も

に
ご
み
出
し
を
実
施
し
て
い

る
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
実

施
し
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
在

宅
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
日
常
生

活
で
誰
か
の
手
を
必
要
と
す

る
方
に
、
地
域
の
協
力
会
員

が
利
用
者
宅
を
訪
問
し
、
買

物
や
ご
み
出
し
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
る
も
の
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
家
事
援
助
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
自
宅
か
ら
集
積
所
ま

で
高
齢
者
世
帯
に
ご
み
出
し

を
実
施
し
て
い
る
。

問 

住
民
か
ら
の
声
は
。

答 

相
談
件
数
は
少
な
い
状

況
。
し
か
し
、
高
齢
化
の
進

展
な
ど
に
も
対
応
す
る
た
め
、

検
討
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

鳩
山
町
生
活
支
援
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
推
進
協
議
会
を

設
置
し
、
高
齢
者
等
の
ご
み

出
し
の
現
状
や
課
題
に
つ
い

て
整
理
、
検
討
を
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

問 

環
境
省
で
推
進
し
て
い

る
高
齢
者
ご
み
出
し
支
援
制

度
を
行
え
な
い
課
題
は
何
か
。

答 

ご
み
出
し
の
支
援
は
、

継
続
的
な
実
施
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
。
課
題
と
し
て

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
利
用

者
の
要
件
や
ご
み
出
し
が
難

し
い
状
態
の
判
断
や
評
価
な

ど
、
公
平
性
の
確
保
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　

当
町
の
高
齢
化
率
は
47

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
。

障
が
い
者
の
支
援
、
子
育
て

の
中
の
負
担
の
軽
減
な
ど
か

ら
、
環
境
省
の
高
齢
者
の
ご

み
出
し
支
援
等
も
検
討
す
る

中
で
は
あ
る
が
、
町
民
全
体

へ
の
ご
み
出
し
支
援
と
い
う

こ
と
で
検
討
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

問 

公
共
施
設
等
で
修
理
・

修
繕
が
必
要
な
施
設
は
。

答 

令
和
13
年
度
ま
で
に
町

立
図
書
館
の
屋
根
・
昇
降
機

等
の
改
修
、
今
宿
小
の
屋
上

防
水
、
役
場
増
築
庁
舎
の
屋

上
防
水
・
外
壁
塗
装
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
。

問 

今
後
、
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
の
か
。

答 

実
施
を
複
数
年
度
に
延

ば
し
、
経
費
を
平
準
化
。
国

県
の
補
助
金
、
地
方
交
付
税

措
置
の
あ
る
有
利
な
起
債
の

活
用
、
基
金
残
高
を
増
や
す

な
ど
、
財
源
確
保
も
考
え
る
。

問 

図
書
館
の
改
修
は
。

答 

劣
化
状
況
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
財
政
的
課
題

も
考
慮
し
、
来
年
度
以
降
に

実
施
設
計
、
改
修
工
事
を
段

階
的
に
進
め
て
い
く
。

問 

住
民
と
考
え
な
い
か
。

答 

図
書
館
協
議
会
に
諮
る

と
共
に
、
利
用
者
の
対
話
等

も
重
視
し
、
検
討
し
た
い
。

問 

障
が
い
の
あ
る
方
等
も

利
用
で
き
る
多
目
的
シ
ー
ト

（
お
む
つ
交
換
ベ
ッ
ド
）
の

設
置
が
で
き
な
い
か
。

答 

現
場
の
声
や
ト
イ
レ
内

の
ス
ペ
ー
ス
確
認
も
必
要
。

今
後
、
検
討
す
る
。

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

問 

地
域
ご
と
の
人
数
は
。

答 

亀
井
地
区
１
６
５
世
帯
、

今
宿
地
区
３
３
４
世
帯
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
７
１
９

世
帯
。（
令
和
５
年
10
月
１

日
現
在
）

問 

避
難
行
動
要
支
援
台
帳

に
登
録
し
て
い
る
方
の
人
数

は
。

答 

令
和
６
年
11
月
１
日
現

在
で
１
５
６
人
。

問 

避
難
行
動
要
支
援
者
台

帳
と
日
常
の
支
援
体
制
は
連

携
し
て
い
る
の
か
。

答 

名
簿
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
方
は
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、

毎
年
、
民
生
委
員
が
訪
問
し
、

状
況
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

困
り
事
を
伝
え
ら
れ
た
際
は
、

個
別
支
援
に
つ
な
げ
る
よ
う

対
応
し
て
い
る
。

図書館の改修等は
利用者と対話し図書館協議会に諮る

公共施設

高齢者ごみ出し支援制度導入を

町民全体への検討も重要

ごみ収集

新
潟
市
の
Ｈ
Ｐ
よ
り

子
ど
も
も
大
人
も
障
が
い
の
あ
る

方
も
使
え
ま
す

高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
制
度

導
入
の
手
引
き
　
環
境
省
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

い
い
湯
だ
ね

窯
跡
は
い
か
に
活
用
す

る
か
が
課
題
だ

少
数
で
も
取
り
残
す
こ
と
の
な

い
支
え
合
い
の
町
に

小
鷹
　
房
義 
議
員

入浴施設の復活を
人件費・光熱費がかかりすぎる

旧入浴施設

庁
舎
の
周
り
を
き
れ
い
に

問 

年
間
何
回
の
除
草
作
業

か
。

答 

平
成
25
年
度
か
ら
毎
年

度
定
期
的
に
実
施
を
し
て
い

る
。

問 

ど
こ
を
除
草
し
て
い
る

の
か
。

答 

職
員
及
び
来
庁
舎
用
駐

車
場
、
県
道
脇
の
職
員
駐
車

場
、 

庁
舎
脇
の
職
員
駐
車
場

の
３
ヶ
所
。
そ
の
他
、
植
栽

の
剪
定
、
敷
地
内
の
ゴ
ミ
拾

い
、
公
用
車
の
清
掃
も
併
せ

て
行
っ
て
い
る
。

問 

誰
が
行
っ
て
い
る
の
か 

伺
う
。

答 

平
成
24
年
度
に
定
め
た 

『
管
理
職
職
員
に
よ
る
庁
舎

敷
地
及
び
公
用
車
の
清
掃
奉

仕
活
動
実
施
指
針
』
に
基
づ

き
、
課
長
の
ほ
か
、
副
町
長
、

教
育
長
、
財
政
管
財
入
札
担

当
の
職
員
が
、
参
加
し
実
施

し
て
い
る
。

農
産
物
加
工
品
の
拡
大

問 

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
特
産
品

は
な
に
か
伺
う
。

答 

熟
練
の
手
づ
く
り
鳩
ま

ん
じ
ゅ
う
、
鳩
豆
う
ど
ん
、

焼
き
ド
ー
ナ
ツ
、
鳩
山
産
あ

ん
ず
を
使
用
し
た
あ
ん
ず

ジ
ャ
ム
、 

あ
ん
ず
コ
ン
ポ
ー

日
坂
　
和
久 

議
員

活用は役場内の意見で決まるのか
住民の方の意見を求める予定だ

窯跡保存活用

国
指
定
史
跡
窯
跡
保
存
活
用

問 

保
存
活
用
計
画
策
定
に

係
る
組
織
と
役
割
は
。

答 

窯
跡
保
存
活
用
策
定
委

員
会
が
あ
り
、
専
門
コ
ン
サ

ル
が
補
助
で
関
わ
る
。
保
存

活
用
に
関
す
る
方
針
や
方
法

等
を
審
議
決
定
す
る
。
次
に

役
場
庁
内
検
討
委
員
会
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
併
置
し
て
い

る
。
活
用
に
係
る
地
域
活
性

化
策
の
検
討
や
調
査
を
行
う
。

問 

策
定
委
員
会
は
、
役
場

庁
内
検
討
委
員
会
の
結
果
を

承
認
す
る
だ
け
の
組
織
か
。

答 

策
定
委
員
会
が
計
画
策

定
の
主
体
だ
。

問 

町
商
工
会
に
助
言
を
求

め
て
い
る
が
。

答 

観
光
・
地
域
お
こ
し
等

を
促
進
し
、
地
域
経
済
を
発

展
さ
せ
る
意
見
が
欲
し
い
。

こ
ど
も
計
画

問 

町
こ
ど
も
計
画
策
定
の

目
標
は
。

答 

子
ど
も
の
個
人
尊
重
・

基
本
的
人
権
保
障
・
差
別
扱

い
さ
れ
な
い
等
の
「
こ
ど
も

真
ん
中
社
会
」
を
目
指
す
。

問 

こ
ど
も
計
画
に
係
る

「
こ
ど
も
」
及
び
包
含
す
る

「
こ
ど
も
の
貧
困
対
策
」
に

お
け
る「
こ
ど
も
」の
定
義
は
。

ト
、
干
あ
ん
ず
、
空
き
家
ス

イ
ー
ツ
な
ど
が
あ
る
。

町
の
耕
作
放
棄
地

問 

農
業
委
員
会
に
よ
る
利

用
状
況
調
査
で
は
ど
う
か
。

答 

過
去
３
年
間
の
遊
休

農
地
は
令
和
３
年
度
で
は
、

20
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
令
和

４
年
度
17
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

令
和
５
年
度
は
約
15
・
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
。
過
去
３
年
間
は
、

毎
年
度
、 

遊
休
農
地
面
積
が

減
少
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

旧
入
浴
施
設

問 

現
在
休
止
中
の
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
入
浴
施
設
の

再
開
は
考
え
ら
れ
る
か
伺
う
。

答 

改
修
に
約
４
０
０
０
万

円
の
費
用
が
考
え
ら
れ
る
。

答 

こ
ど
も
基
本
法
で
は

「
心
身
の
発
達
の
過
程
に
あ

る
者
」
と
し
、
年
齢
で
上
限

を
設
け
て
い
な
い
。

問 

町
の
調
査
に
お
い
て
、

収
入
１
千
万
円
以
上
を
含
む

６
百
万
円
以
上
が
半
数
、「
生

活
苦
を
感
じ
る
」
も
半
数
だ
。

苦
し
さ
の
基
準
は
。

答 

感
覚
は
個
人
差
が
あ
る
。

分
析
は
難
し
い
。

問 

町
の
特
性
の
一
例
で
は
、

緊
急
・
日
常
的
に
約
９
割
が

親
族
・
知
人
等
に
子
ど
も
を

託
せ
る
が
、
約
１
割
が
で
き

な
い
。
個
々
の
特
性
を
精
査

し
、
事
業
量
を
定
期
的
に
計

り
直
す
必
要
が
あ
る
が
。

答 
定
期
的
に
見
直
す
。

も
っ
た
い
な
い
施
設
だ
ね
！
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

な
ぜ
今
、
部
活
の
地
域
移

行
が
必
要
な
の
か
？

今
年
こ
そ
企
業
誘
致
の

実
現
を

清
水
　
秀
幸 

議
員

石
井
　
計
次 

議
員

問 

埼
玉
県
企
業
立
地
課
や

産
業
対
策
担
当
と
も
打
ち
合

わ
せ
と
の
こ
と
だ
が
、
問
題

点
が
あ
れ
ば
伺
う
。

答 

地
域
未
来
投
資
促
進
法

（
以
下
、
未
来
法
と
略
）
に

よ
る
企
業
誘
致
を
進
め
る
際
、

最
も
課
題
と
な
り
、
時
間
を

要
す
る
の
が
、
農
地
調
整
と

の
認
識
で
あ
っ
た
が
、
県
と

の
打
合
せ
で
問
題
が
な
い
と

の
回
答
で
あ
る
。

問 

今
後
、
重
点
促
進
区
域

と
し
て
の
行
動
指
針
を
伺
う
。

答 

必
要
に
応
じ
て
、
経
済

産
業
省
の
関
東
経
済
産
業
局

等
と
も
相
談
す
る
こ
と
も
検

討
す
る
。

問 

未
来
法
に
つ
い
て
町
長

の
捉
え
方
を
伺
う
。

答 

前
向
き
に
検
討
し
て
い

る
。
企
業
誘
致
は
、
町
の
財

源
確
保
や
活
性
化
を
考
え
、

早
急
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
業
と
認
識
し
て
い
る
。

闇
バ
イ
ト
対
策

問 

一
生
を
棒
に
振
っ
て
し

ま
う
「
闇
バ
イ
ト
」
が
低
年

齢
化
し
て
い
る
。
加
害
者
に

も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ

う
、
こ
ど
も
た
ち
の
健
全
な

成
長
の
た
め
、
教
育
長
の
捉

え
方
を
伺
う
。

答 

中
高
生
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
や
児
童
・
生
徒
が
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
ニ
ュ
ー

ス
が
数
多
く
報
道
さ
れ
て
い

る
。
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
正
し
い
使
い
方

を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
、

喫
緊
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　

令
和
６
年
11
月
19
日
付
け
、

県
教
育
長
通
知
の
闇
バ
イ
ト

加
担
防
止
啓
発
チ
ラ
シ
の
配

布
活
用
を
生
徒
及
び
保
護
者

へ
文
書
配
布
。
さ
ら
に
非
行

防
止
に
係
る
取
り
組
み
を
各

小
中
学
校
に
周
知
し
た
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
も

小
・
中
学
校
と
連
携
し
、
防

犯
対
策
の
在
り
方
を
継
続
的

に
検
討
し
て
い
く

問 

学
校
に
お
け
る
「
働
き

方
改
革
」
を
踏
ま
え
、
休
日

の
部
活
動
を
令
和
５
年
度
か

ら
３
年
間
を
目
途
に
、
段
階

的
に
地
域
移
行
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
当
町
の
取
組
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

町
と
し
て
、
地
域
移
行

が
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

上
で
、
理
想
的
か
つ
現
実
的

か
と
い
う
視
点
か
ら
、
各
競

技
団
体
や
中
学
校
か
ら
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
慎
重
に
議

論
を
重
ね
た
上
で
、
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
た
い
。

問 

地
域
移
行
の
当
町
な
ら

で
は
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

各
競
技
団
体
等
に
お
け

る
受
入
体
制
の
構
築
、
継
続

的
な
指
導
が
で
き
る
指
導
者

の
確
保
、
事
業
の
規
模
か
ら

大
規
模
予
算
の
確
保
の
必
要

等
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

問 

移
行
に
向
け
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答 

国
と
は
別
に
、
県
教
育

委
員
会
は
明
確
な
期
限
を
設

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の

見
解
を
示
し
、
市
町
村
の
判

断
に
委
ね
る
と
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
適
切
な
時

期
、
実
施
可
能
な
方
策
を
今

後
も
検
討
を
重
ね
て
い
き
た

い
。

友
好
都
市
の
取
組
に
つ
い
て

問 

今
後
、
友
好
都
市
・
国

分
寺
市
と
の
交
流
を
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
鳩
山

町
の
文
化
、
教
育
、
ス
ポ
ー

ツ
、
経
済
等
の
政
策
に
ど
の

よ
う
に
取
り
入
れ
て
、
町
の

発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

答 

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、

連
携
事
業
は
休
止
状
況
で
あ

る
が
、
今
後
、
本
町
の
魅
力

発
信
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
の
場

と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
と

相
互
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問 

友
好
都
市
と
の
取
組
を

前
向
き
に
進
め
て
い
く
べ
き

と
思
う
が
、
町
長
の
見
解
は
。

答 

お
互
い
に
利
益
の
あ
る

ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
な
関
係
を
築

け
る
自
治
体
で
あ
れ
ば
、
自

ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ

て
、
交
渉
に
当
た
り
た
い
。

部活動の地域移行への取り組みは
今後、検討委員会を立ち上げたい

教職員の働き方改革

課題であった誘導区域の農地調整は

問題ないと県から回答

企業進出

町
を
支
え
る
産
業
立
地
戦
略

部
活
動
は
ど
う
な
る
の
か
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令
和
６
年
11
月
11
日
、
所

管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
外
部
４
団
体
と
協

業
し
て
い
ま
す
が
、
利
活
用

相
談
は
１
年
間
に
２
件
の
み

で
利
用
件
数
は
少
な
く
、
成

果
が
出
て
い
ま
せ
ん
。

　

所
管
課
と
し
て
は
、
ま
ず

空
き
家
を
増
や
さ
な
い
た
め

の
対
策
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
空
き
家
抑
制

の
対
策
を
立
て
、
ま
た
、
す

で
に
空
き
家
と
な
っ
て
い
る

３
４
０
件
に
つ
い
て
は
、
Ｄ

Ｍ
で
利
活
用
を
喚
起
し
、
空

き
家
カ
ル
テ
を
用
意
し
て
進

捗
管
理
を
し
て
い
く
予
定
で

　

令
和
６
年
11
月
12
日
、
所

管
の
事
務
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
を

推
進
す
る
会
代
表
」
等
を

行
っ
て
い
る
町
内
在
住
の
山

本
ひ
ろ
子
氏
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、
子
ど
も
の
権
利
条
約

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま

し
た
。

　

山
本
氏
に
は
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
講
義
型

の
学
習
で
は
な
く
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
あ
る
思
い
、

感
覚
、
経
験
、
ア
イ
デ
ア
な

ど
を
お
互
い
に
提
供
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
参
加
型
の
研

修
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

マ
ジ
ッ
ク
や
ク
レ
ヨ
ン
を

〇
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
は
、

子
ど
も
の
義
務
に
つ
い
て
、

一
つ
も
書
か
れ
て
い
な
い
こ

と
。
締
約
国
、
保
護
を
す
る

人
、
親
等
に
子
ど
も
の
権
利

を
保
障
す
る
義
務
と
い
う
形

で
書
か
れ
て
い
る
等
、
正
解

で
き
な
か
っ
た
問
題
で
す
。

　
「
子
ど
も
が
大
人
か
ら
守

ら
れ
る
存
在
」「
保
護
、
指

導
の
対
象
」
か
ら
、「
一
人

の
人
間
と
し
て
人
権
を
持
っ

て
い
る
権
利
の
主
体
で
あ

る
」
と
子
ど
も
観
を
移
行
す

る
こ
と
が
、
こ
の
条
約
の
趣

旨
で
あ
り
、
子
ど
も
の
権
利

は
子
ど
も
の
基
本
的
人
権
で

す
。

　

か
つ
て
は
「
み
ん
な
子
ど

も
」
だ
っ
た
。
遠
い
記
憶
を

呼
び
起
こ
し
て
い
た
だ
き
、

理
解
が
深
ま
っ
た
研
修
に
な

り
ま
し
た
。

調
査
事
項

調
査
事
項

空
き
家
カ
ル
テ
を
活
用
し
、
更
な
る

抑
制
に
向
け
た
取
組
み
を
要
請

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

総
務
産
業
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

ち
ょ
っ
く
ま
に
つ
い
て

ち
ょ
っ
く
ま
に
つ
い
て

子
ど
も
の
権
利
条
約
に

子
ど
も
の
権
利
条
約
に

つ
い
て

つ
い
て

す
。
ま
た「
広
報
は
と
や
ま
」

で
絶
え
ず
意
識
喚
起
も
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
Ｄ
Ｍ
で
空

家
を
利
活
用
す
る
た
め
の
詳

細
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
、

充
実
し
た
情
報
提
供
を
行
っ

て
ほ
し
い
、
現
在
の
空
き
家

所
有
者
に
対
し
て
は
毅
然
と

し
た
姿
勢
で
、
問
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
、
な
ど

の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

使
い
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
を

し
、
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
し

て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し

た
。

　

子
ど
も
の
権
利
条
約
の
〇

×
ク
イ
ズ
の
内
容
か
ら

〇
子
ど
も
の
権
利
条
約
で
は

子
ど
も
は
18
歳
未
満
で
あ
る

こ
と
。（
18
歳
は
選
挙
権
年

齢
。）

〇
子
ど
も
の
権
利
条
約
は
発

展
途
上
国
の
た
め
に
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

戦
争
の
反
省
か
ら
、
も
う
子

ど
も
た
ち
を
そ
う
い
う
目
に

遭
わ
せ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
、
話
が
始

ま
っ
た
こ
と
。

　
「
ち
ょ
っ
く
ま
」
の
管
理

運
営
状
況
、
及
び
所
管
課
が

考
え
る
今
後
の
展
望
を
調
査

し
ま
し
た
。
指
定
管
理
者
に

は
管
理
代
行
料
と
し
て
年
間

２
３
０
０
万
円
が
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
令
和
６
年
度

に
は
２
４
７
０
万
円
と
な
り
、

増
額
傾
向
に
あ
り
、
今
後
が

心
配
で
す
。
年
間
の
レ
ジ
通

過
者
は
７
千
人
台
、
来
場
者

数
は
そ
の
約
２
倍
と
な
っ
て

い
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
売

上
は
約
８
６
０
０
万
円
で
、

営
業
開
始
以
降
２
年
半
の
間
、

赤
字
が
続
い
て
い
ま
す
。
年

度
に
よ
り
赤
字
額
に
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
将
来
が
不
透
明

で
す
。

　

委
員
よ
り
、
地
元
人
材
で

の
管
理
運
営
は
で
き
な
い
か
、

と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

所
管
課
に
よ
れ
ば
、
今
後
の

運
営
に
つ
い
て
、
令
和
８
年

３
月
時
点
で
再
評
価
し
、
以

降
の
管
理
運
営
を
見
直
す
と

の
こ
と
で
し
た
。
地
元
人
材

だ
け
で
は
商
品
仕
入
れ
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
が
不
足
す
る
の
で
、

そ
の
対
策
と
、
今
後
、
出
荷

者
団
体
「
ち
ょ
っ
く
ま
協
議

会
」
な
ど
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
運
営
コ
ス
ト
と
収
益
を

試
算
し
、
結
果
次
第
で
外
部

指
定
管
理
者
を
利
用
し
な
い

選
択
肢
も
有
り
得
る
と
の
考

え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ワークショップのはじまりはじまり

講
師
の
山
本
ひ
ろ
子
氏
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第
167
号
編
集
委
員

委
員
長�

野
田
小
百
合

委　

員�

根
岸
富
一
郎

委　

員�

森　
　

利
夫

委　

員�

日
坂　

和
久

委　

員�

関
根　

清
隆

委　

員�

清
水　

秀
幸

編
集
後
記

2024年11月16日2024年11月16日

町民と議員の町民と議員の
ままちづくりちづくりカカフェフェ
アルバムアルバム

〇野田小百合議員の一般質問の答の中で、「医師など複
数の有識者から、安全性に対する懸念が表明されてい
る。」とありますが、「薬事承認等の状況及び国からのワ
クチンに関する情報を注視したい。」と追記になります。
〇日坂和久議員の一般質問の答の中で、「必要性は感じ
るが、とても事業化はできない。」とありますが、「必要
性は感じるが、事業化に至るまで様々な課題がある。」
と訂正します。

前号の訂正

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し

て
の
議
会
ス
タ
ー
ト
！

　

町
議
会
で
は
、
12
月
定
例

会
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導

入
。“
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議
会
”

へ
向
け
た
取
組
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

導
入
当
初
、
取
り
扱
い
に

四
苦
八
苦
し
て
い
る
議
員
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
研

修
や
議
員
同
士
が
教
え
合
う

こ
と
で
、
想
像
し
て
い
た
よ

り
も
ス
ム
―
ズ
に
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
紙
資
料

で
閲
覧
し
て
い
た
議
案
書
等

を
電
子
デ
ー
タ
で
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
、
情
報
共
有
の
迅
速

化
な
ど
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
議
会
の
Ｄ
Ｘ
化
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
会
議
の

効
率
化
や
紙
資
料
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

�

（
清
水
）

次回定例会は

２月２７日から（予定）
■請願、陳情は２月１８日17時までに提出してください。

● 

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

お
二
人
に
町
の
特
産
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

（
応
募
方
法
）

　

は
が
き
に
「
答
え
・
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

（
あ
て
先
）

〒
350-

0392

　

鳩
山
町
大
豆
戸
184-

16

　

議
会
事
務
局 

ク
イ
ズ
係

（
締
切
）
２
月
28
日
㈮

★
前
号
の
答
え

　

①
ロ　

②
ハ

166
号
の
当
選
者
お
一
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〇
新
　
井
　
　
　
栄
　
様

議
会
ク
イ
ズ

問
題
１

　

 

ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
の
場

所
は
？

　
　

イ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

ロ 

役
場
庁
舎 

会
議
室

　
　

ハ 

泉
井
交
流
体
験
エ
リ
ア

問
題
２

　

 

議
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の

た
め
に
取
り
入
れ
た
も
の

は
？

　
　

イ 

タ
ブ
レ
ッ
ト

　
　

ロ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
　

ハ 

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

問
題
３

　

 

議
会
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。


